














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 49号（2021 年 3月 5日）
[引用文献]
青木健次（1986）バウム表現の発達とその表現心理学的考察―投影描画法の構造特性をふ
まえて―　京都大学学生懇話室紀要14，1-27
青木健二（1986）バウムテスト臨床描画研究　Ⅰ　p. 68-86
藤岡喜愛ら（1971）人類学的に見たバウムによるイメージ表現　季刊人類学 2, 3-28.
金沢歩美（2012）現代青年のバウムテストにおける基礎的研究―幹先端処理に着目して
―  大妻女子大学修士論文p.1-46
岸本寛史（2002）バウムの幹先端処理と境界脆弱症候群　心理臨床学研究　20（1）　1-11
岸本寛史（2006）　コッホにとっての「心理診断」学園の臨床研究 ,富山大学保健管理セン
ター 5, 27-36
岸本寛史（2010）　カール・コッホについて  岸本寛史ら訳　バウム・テスト　第3版―心
理的見立ての補助手段としてのバウム画研究 .誠信書房
松下姫歌（2005）精神病院での心理臨床におけるバウムの意味について　山中康裕ら編　
京大心理臨床シリーズ1　バウムの心理臨床　創元社　p248-197所収
中井久夫（2013）「思春期を考えること」について　ちくま学芸文庫
中島ナオミ（2008）コッホのドイツ語原著における58指標の判定基準　関西福祉科学大
学紀要12　71-90
奥田亮（2005）幹先端処理において体験されうること―幹先端が描き手の何を引き起こ
すか　山中康裕ら編　京大心理臨床シリーズ1　バウムの心理臨床　創元社　p182-197
所収
高橋雅春ら（2010）　樹木画テスト　北大路書房
山中康裕（1976）精神分裂病におけるバウムテストの研究　心理測定ジャーナル 12（4） 
18-23.　山中康裕（2003）山中康裕著作集5　たましいの形―芸術・表現療法 （1）　岩崎
学術出版　p92-103所収
吉田芙悠紀ら（2007）青年期の友人関係とバウムテストに見られる特徴との関係　広島大
学大学院心理臨床研究センター紀要 6　p113-128
